
図
書
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
つ
て

　

こ
の
件
は
、
駅
前
東
館
跡

地
活
用
調
査
特
別
委
員
会
・

厚
生
文
教
委
員
会
連
合
審
査

会
に
お
い
て
審
査
す
る
。

不
燃
物
処
理
工
場
の

更
新
つ
い
て

【
概
要
】
昭
和
49
年
に
設
置

さ
れ
老
朽
化
が
進
み
更
新
に

よ
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
能
力
の

向
上
環
境
安
全
作
業
環
境
の

改
善
を
め
ざ
す
。
概
算
予
算

額
29
億
7
千
万
円
国
か
ら
の

交
付
金
を
引
い
た
実
質
負
担

額
７
億
６
千
万
円

問
30
億
か
け
て
作
る
意
義

は
あ
る
の
か
。

答
工
場
の
課
題
を
改
善

し
、
清
掃
工
場
、
不
燃
物
処

理
工
場
・
最
終
処
分
場
の
施

設
を
集
約
し
、
一
体
的
処
理

と
施
設
の
一
元
管
理
を
行
う

こ
と
に
よ
り
処
理
の
効
率
化

と
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

問
事
業
系
ゴ
ミ
の
分
別
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答
家
庭
ゴ
ミ
同
様
分
別
徹

底
を
今
後
も
お
願
い
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
向
上
を
目
指
す
。

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

に
伴
う
導
入
促
進
基
本
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

【
概
要
】
中
小
企
業
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

「
導
入
促
進
基
本
計
画
」
を

策
定
す
る
。

　

こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き

本
市
の
認
定
を
受
け
た
中
小

企
業
は
、
取
得
し
た
当
該
資

産
に
つ
い
て
３
年
間
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

問
設
備
要
件
と
し
て
、
中

古
資
産
は
対
象
と
な
る
か
。

答
最
新
設
備
を
導
入
し
て

労
働
生
産
性
を
年
３
％
以
上

向
上
す
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
の
で
、
中
古
資
産
で
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

不
燃
物
処
理
工
場
の

更
新
に
つ
い
て

【
概
要
】
三
原
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
の
管
理
者
が
平

成
30
年
６
月
４
日
に
事
務
組

合
の
議
員
全
員
協
議
会
で
説

明
し
た
不
燃
物
処
理
工
場
の

更
新
に
つ
い
て
報
告
。
続
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要
及
び

結
果
に
つ
い
て
説
明
。

問
市
民
に
し
っ
か
り
説
明

し
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
32
年
４
月
稼
働
に
向
け

て
ご
理
解
頂
く
た
め
、
出
前

講
座
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
な
ど
で
説
明
を
考

え
て
い
る
。

学
校
空
調
設
備
の
整

備
に
つ
い
て

【
概
要
】
学
校
間
の
公
平
性

の
確
保
、
事
業
期
間
の
短

縮
、
財
源
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
を

前
提
と
し
、
検
討
を
す
す
め

る
も
の
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
な
っ
た

場
合
に
地
元
企
業
は
参
入
可

能
な
の
か
。

答
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
民
間
事

業
者
が
設
計
、
工
事
、
維
持

を
一
体
的
に
長
期
間
事
業
継

続
す
る
も
の
で
あ
る
。
継
続

的
な
担
い
手
企
業
が
い
る
こ

と
が
事
業
を
進
め
て
い
く
上

で
有
利
な
点
で
あ
り
、
事
業

者
が
そ
れ
を
理
解
し
て
、
市

内
業
者
を
連
携
相
手
と
し
て

協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が
合

理
的
な
判
断
で
あ
る
と
の
認

識
を
も
た
れ
、
連
携
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

【
概
要
】
具
体
的
な
活
用
事

例
を
た
た
き
台
と
し
て
ま
と

め
た
。
議
会
の
意
見
を
聴

き
、
更
に
検
討
を
進
め
る
。

問
い
つ
ま
で
に
決
定
予
定

か
。

答
12
月
頃
を
目
途
に
考
え

て
い
る
。

問
市
民
福
祉
会
館
の
建
物

廃
止
に
伴
い
、
１
５
０
人
収

容
の
貸
室
が
不
足
す
る
が
代

替
施
設
の
予
定
は
ど
う
か
。

答
中
央
公
民
館
の
中
講

堂
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の

文
化
ホ
ー
ル
で
の
代
替
と
と

も
に
西
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
会
議
が

で
き
る
よ
う
な
改
修
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
る
。
必
要

で
あ
れ
ば
予
約
方
法
な
ど
運

用
ル
ー
ル
を
見
直
し
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入

方
針
の
改
訂
に
つ
い
て

【
概
要
】
平
成
17
年
11
月
の

方
針
策
定
か
ら
12
年
経
過

し
、
選
定
手
続
き
や
収
益
分

配
の
考
え
方
、
制
度
運
用
に

関
す
る
総
務
省
か
ら
の
通
知

な
ど
現
状
に
お
け
る
課
題
等

に
対
応
す
る
た
め
、
見
直
し

を
行
う
も
の
。

問
施
設
納
付
金
に
つ
い
て

一
定
の
基
準
を
設
け
、
納
付

金
額
を
決
定
し
て
は
ど
う

か
。

答
指
定
管
理
者
制
度
の
第

一
の
目
的
は
、
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

そ
の
上
で
経
費
の
節
減
を
目

的
と
す
る
中
で
施
設
納
付
金

の
制
度
を
導
入
し
た
。
施
設

ご
と
に
収
益
構
造
が
違
う
事

か
ら
、
相
手
側
か
ら
の
提
案

を
求
め
る
方
針
と
し
て
い

る
。
運
用
を
し
て
い
く
中
で

よ
り
良
い
方
式
が
あ
れ
ば
検

討
し
て
い
く
。

６
次
産
業
化
推
進
協
議

会
の
設
立
に
つ
い
て

【
概
要
】
６
次
産
業
化
推
進

協
議
会
を
設
置
し
、
１
次
、

２
次
、
３
次
事
業
者
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
向
上

の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

問
米
粉
の
里
Ｐ
Ｔ
を
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
る

の
か
。

答
米
粉
専
用
の
品
種
に
切

り
替
え
、
プ
ラ
ス
１
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
の
生
活
実
態
調

査
の
結
果
に
つ
い
て

【
概
要
】
今
後
の
子
ど
も
子

育
て
支
援
施
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
の
調
査
。

問
設
問
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

た
の
か
。

答
県
保
健
福
祉
局
の
設
問

を
基
に
し
て
い
る
た
め
教
育

委
員
会
の
関
わ
り
は
な
い
。

問
毎
年
や
っ
て
い
る
の
か
。

答
こ
の
事
業
と
し
て
は
初

め
て
の
調
査
で
来
年
以
降
は

未
定
で
あ
る
。

　

市
長
要
請
に
よ
る
議
員
全
員
協
議
会
が
４
月
４
日
、
４
月
20
日
、
６
月
８

日
、
６
月
22
日
に
行
わ
れ
、「
図
書
館
の
へ
の
指
定
管
理
者
導
入
に
つ
い
て
」

ほ
か
８
件
の
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※ 

議
員
全
員
協
議
会
と
は
・
・
・
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
査
す
る
委
員
会
と
は
違
い
、
市
が

行
政
上
の
重
要
問
題
等
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
協
議
会
の
こ
と
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要
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